
い
し
ず
え

工
業
立
国
・日
本
の
礎
と
な
っ
た
美
と
技
術

大
陸
人
を
魅
了
し
て

ク輸
出
品
ク
と
し
て
の

今
日
で
は
、
世
界
中
に
愛
刀
家
が
い
る
日
本
刀
。
伝
来
の
鍛
錬
技
術
に
よ
る
切
断
性
能
と

日
本
刀
が
持
つ
凛
と
し
た
美
し
さ
は
、
世
界
中
か
ら
賛
美
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
刀
剣
の
存
在
が
海
外
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、

今
か
ら
千
年
近
く
も
前
の
こ
と
。

宋
、
明
代
の
中
国
で
高
い
評
価
を
受
け
、
重
要
な
輸
出
品
日
と
な

っ
た

日
本
刀
は
、
鎌
倉
、
室
町
、
戦
国
時
代
に
か
け
て
大
陸

へ
と
輸
出
さ
れ
続
け
た
。

初
め
て
海
を
渡
っ
た
の
は

平
安
時
代
後
期

あ
る
品
物
が
輸
出
品
に
な
る
要
因
は
い

く

つ
か
あ
る
が
、
交
易
相
手
国
が
そ
の
価

値
・性
能
を
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
が

一

つ
の
条
件
と
な
る
。
宋
、
明
代
の
中
国

へ
、

膨
大
な
数
の
日
本
刀
が
輸
出
さ
れ
た
実
態

を
明
ら
か
に
し
て
、
今
に
い
た
る
工
業
立

国
。
日
本
の
礎
を
築

い
た
日
本
刀
の
価
値

を
見
直
し
て
み
た
い
。

※

日
本
国
内
で
製
鉄
が
始
ま

っ
た
の
は
、

弥
生
時
代
後
期
か
古
墳
時
代
と
い
う
両
説

が
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
古
墳
時
代
か
ら
飛

鳥
時
代
に
か
け
て
国
産
鉄
に
よ
る
鉄
製
品

文
ふ
７
藤
讐
〓
半
（刀
剣
史
研
究
家
）

も
普
及
し
て
き
て
刀
剣
が
造
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

奈
良
か
ら
平
安
時
代
中
期
に
か
け
て
の

遣
隋
使
、
遣
唐
使
時
代
の
輸
出
品
に
刀
剣

は
見
え
な
い
が
、
平
安
時
代
後
期
の
日
宋

貿
易
で
は
刀
剣
が
砂
金
、
硫
黄
（火
薬
の
材

料
）
と
並
ぶ
輸
出
品
と
な
る
。
貿
易
の
担
い

手
と
し
て
平
清
盛
が
有
名
だ
が
、
九
州
・博

多
の
商
人
な
ど
も
盛
ん
に
交
易
し
て
い
た

と
伝
わ
る
。

宋
に
渡

っ
た
日
本
刀
は
彼
の
地
で
高
く

評
価
さ
れ
て
「日
本
刀
歌
」
の
詩
が
生
ま
れ

る
。
作
者
は
欧
陽
脩
（１
０
０
７
～
１
０
７

２
年
、
北
宋
の
政
治
家
。文
学
者
で
唐
宋
八

大
家
と
称
さ
れ
る
文
章
家
の
一
人
）
と
も

司
馬
光
（１
０
１
９
～
１
０
８
６
年
、
北
宋

■
■
■

馴

―

中国大陸と日本ガ輸出

日本刀ヌトーリー

狙

鞠

騒
魔
〓

√ ｀

き

た

明代に倭寇と戦った武将・成継光をTEっ た威公祠 (中 国・福州)に ある「倭寇襲撃」の図。日本刀を振るう倭寇の姿が描

かれている。日本刀は、“悪役"倭寇の姿とともに広まり人々に恐怖心を与えることになった(写真/CPCphoto)。



■
■
■
■

の
政
治
家
。歴
史
家
で
『資
治
通
鑑
』
の
編

者
）
と
も
伝
わ
る
。
こ
の

一
節
を
書
き
下
し

文
で
紹
介
す
る
。

「宝
刀
近
く
出
す
日
本
の
国
。
越
買
は
之

を
治
海
の
東
に
得
た
り
。
魚
皮
に
装
貼
す

香
木
の
輸
。
黄
白
間
雑
す
鍮
と
与
に
銅
。

百
金
伝
え
て
入
る
好
事
の
手
。
侃
服
し
以

て
始
雌
を
祀
う
可べ
し
」

（宝
刀
が
日
本
の
国
よ
り
出
て
き
た
。
越

の
商
人
が
こ
れ
を
青
海
原
の
東
に
求
め
て

き
た
が
、
そ
れ
は
香
木
の
鞘
に
鮫
の
皮
が

貼

っ
て
あ
り
、
真
鍮
と
白
銅
を
取
り
混
ぜ

て
飾

っ
て
あ
る
。
百
金
と
い
う
大
金
を
払

っ
て
好
き
者
の
手
に
入

っ
た
。
侃
用
し
て

い
る
と
悪
魔
を
払

っ
て
く
れ
る
と
い
う
）

海
を
渡

っ
た
日
本
刀
。
宋
王
朝
で
は
魔

除
け
に
な
る
と
思
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

宋
。明
。清
で
日
本
刀
に
関
し
て
読
ま
れ
た

詩
は
、

，
）れ
ま
で
に
１４
篇
が
確
認
さ
れ
て

い
ス
リ。

倭
層
の
武
器
と
し
て

人
々
に
恐
怖
を
与
え
た
日
本
刀

つ

造
営
料
唐
船
、
天
龍
寺
造
営
料
唐
船
と
室

町
幕
府
に
な

っ
て
も
続
く
。

こ
の
時
代
の
日
本
の
主
要
な
輸
出
品
は

木
材
と
硫
黄
で
、
他
に
砂
金
や
日
本
刀
な

ど
で
あ

っ
た
。

日
本
刀
の
素
晴
ら
し
さ
が
隣
国
に
知
れ

渡

っ
て
き
た
時
期
に
、
日
本
刀
が
脅
威
と

な
り
恐
れ
ら
れ
る
事
態
が
出
来
し
た
。
そ

れ
が
倭
寇
で
あ
る
。

倭
寇
と
は
「倭
（日
本
）
が
冦
を
す
る
」
と

い
う
意
味
で
、
高
麗
で
生
ま
れ
た
言
葉
で

あ
る
。
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
中
期

に
か
け
て
、
主
に
朝
鮮
半
島
を
襲

っ
た
の

が
前
期
倭
寇
で
あ
る
。
対
馬
、
士τ
岐
、
松
浦

地
方
な
ど
の
海
賊
が
食
糧
を
略
奪
す
る
た

め
に
米
の
運
搬
船
を
襲
い
、
沿
岸
部
に
も

侵
入
し
て
備
蓄
倉
庫
を
荒
し
、
人
を
拐
か

し
た
り
し
た
。

後
期
倭
寇
は
、
応
仁
の
乱
（１
４
６
７
～

１
４
７
８
年
）後
か
ら
文
禄
・慶
長
の
役
（１

５
９
２
～
１
５
９
８
年
）
に
い
た
る
間
に
、

主
と
し
て
東
シ
ナ
海
、
南
洋
方
面
に
幅
広

く
活
動
し
た
。
明
が
海
禁
政
策
（朝
貢
に
付

随
し
た
形
で
し
か
貿
易
を
許
可
せ
ず
、
中

国
人
の
海
外
渡
航
は
認
め
な
い
）を
し
た
こ

と
に
抗
し
て
、
中
国
沿
岸
民
が
違
法
を
承

知
で
通
商
に
出
た
も
の
が
多
く
、
当
然
に

海
賊
行
為
を
行

っ
て
い
る
。
倭
寇
と
名
乗

っ
て
も
、
実
質
は
中
国
人
が
主
体
だ

っ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。

明
に
は
「北
虜
南
倭
穴
北
か
ら
の
遊
牧

民
の
侵
攻
、
南
の
沿
岸
地
方
の
後
期
倭
寇

の
跳
梁
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
た
ほ
ど
で
、

明
、
高
麗
に
と

っ
て
の
倭
寇
対
策
は
財
政

を
圧
迫
し
た
。
こ
の
頃
描
か
れ
た
絵
に
は
、

日
本
刀
を
抜
き
、
一扇
子
を
持

つ
人
物
が
倭

寇
の
象
徴
と
し
て
登
場
す
る
な
ど
、
襲
わ

れ
る
民
衆
に
と
っ
て
日
本
刀
は
恐
怖
の
武

器
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

多
昨
幕
府
の
勘
合
貿
易
で

日
本
刀
が
重
要
輸
出
品
目
に

倭
寇
取
締
り
を
求
め
る
明
と
、
新
た
な

財
源
も
欲
し
て
い
た
室
町
幕
府
３
代
将

軍
。足
利
義
満
は
国
交
を
回
復
し
、
応
永
Ｈ

（１
４
０
４
）年
に
勘
合
符
に
よ
る
貿
易
が

始
ま

っ
た

事
前
に
政
府
間
で
取
り
交
わ
し
た
勘
合

符
に
幕
府
の
印
を
押
し
て
持
参
し
、
明
側

で
は
勘
合
符
の
底
簿
と
照
合
し
て
公
認
船

か
ど
う
か
を
確
か
め
た
じ
明
は
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
、
琉
球
と
も
勘
合
貿
易
を
行

っ
て

お
り
、
そ
の

一
環
で
あ

っ
た
。

室
町
時
代

に
１９
回
派
遣
さ
れ
、
当
初
は

幕
府
の
資
金
に
よ
る
船
舶
と
商
品
で
あ

っ

た
が
、
次
第
に
寺
社
や
諸
大
名
の
船
が
多

く
な
り
、
さ
ら
に
表
面
上
は
幕
府
、
寺
社
、

「七枝刀」は朝鮮半島からもたらされた?

輸出品がかつては輸入品だった例 として生糸がある。江戸時代の半ば頃までは

中国から多量の生糸、絹を輸入 していたが、江戸幕府や諸藩は養蚕を勧め、その結

果、生糸は幕末・明治から昭和初期にかけて日本の主要輸出品となり、輸出の70%
～40%を 占めるにいたる。

鉄、刀剣もかつては輸入品で、弥生時代から邪馬台国の時代には、鉄は朝鮮半島

中南部の弁辰 (弁韓とも言い、後の任那、加羅とも重なる)か ら輸入していた。『幾志』

東夷伝の弁辰の条に「国、鉄を出し、韓 (朝鮮半島中南部の馬韓、辰韓)・ 減 (朝鮮半島

北部の日本海側)・倭 (日 本)皆 従いて之を取る」とある。

製品である刀剣も朝鮮半島のものが優れていたことは、『日本書紀』神功皇后紀

五十二年の条に「百済王の使者が、七枝刀―口などを献上 して、谷那鉄山の鉄を永

遠に奉納する」とあることでも理解できる。七枝刀とは石上神宮の御神宝の七支刀

(国宝)であるとの説が有力で、東晋年号の泰和4(369)年 の銘があり、『日本書紀』の

記述は百済王から倭王に献上だが、歴史学者は逆に下賜されたのではないかと論

じている。

いずれにせよ七支刀に象徴される優れた鉄製品は、当時の日本にはない貴重な

輸入品だったのだ。

平成26(2014)年 に奈良県

立美術館で開催され話題と

なった「大古事記展」に出展

された国宝の「七支刀」(写

真/朝日新聞社)。



大
名
の
船
で
あ
っ
て
も
、
実
質
は
堺
、
博
多

商
人
の
請
負
に
よ
る
も
の
に
な

っ
て
い
っ

た
。
な
お
九
州
諸
国
の
守
護
。領
主
は
勘
合

貿
易
に
参
加
す
る
以
外
に
、
独
自
に
琉
球
、

朝
鮮
半
島
、
東
南
ア
ジ
ア
、
倭
寇
と
密
貿
易

を
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
勘
合
貿
易

に
お

い
て
、
硫
黄
、
刀
剣
、

銅
、
一扇
な
ど
と
と
も
に
主
力

の
輸
出
品
と

な

っ
た
の
が
、
刀
剣
で
あ

っ
た
。

勘
合
貿
易
に
お
け
る
刀
剣
輸
出
実
績
を

応永(1394年 ～)

泉撃(1429年 ～)

墨羅(1449年 ～)

軍ね(1452年 ～)

螢
=(1460年

～)

愚社(1467年 ～)

美萌(1469年 ～)

萌倦(1492年 ～)

永正 (1504年 ～)

天文 (1532年 ～)

勘合貿易 (日本・明)における刀剣類の輸出本数

※フキダシ内は1本当たり

―‐‐‐―‐・  の価格 (下 落傾向にあ

る)。 なお、1貫=1000文。

1貫は現在価値で10万円

との換算事例がある。

27,152本

14,000Jド

9,970フト

1,700フト

た

輸
出
本
数
（本
）
ひ

れ

８

５

０

０

０

　

彿も

８

０

０

０

０

　

出輸

７
５
０
０
０
　
０

７

０

０

０

０

　

レ．易

６

５

０

０

０

　

貿の式公非

３
０
０
０
０
　
就

２

５

０

０

０

　

　

つた

あ

２
０
０
０
０
　
雌

１
５
０
０
０
　
姉刀

１
０
０
０
０
　
“易

・　
　
　
　
　
　
　
貿蛮

６
５
０
０
　
　
姉

ら

６
０
０
０
　
　
い半紀世

２
０
０
０

　

　

１６及

１
５
０
０
　
　
れは録

５
０
０
　
　
　
締の

Ｏ
　
　
　
　
　
　
“

たし了終が易貿△
ロ

勘

※グラフのデータは『日本刀大百科事典』(福永酔剣著)の「輸出刀」より。「この数字は資料によって異なる」の注記がある。

ま
と
め
た
も

の
が
、
上

の
グ
ラ
フ
で
あ
る
。

勘
合
貿
易
に
は
進
貢
品
の
他
に
、

政
府
と
の
間
で
取
引
さ
れ
る
公
貿
易
と
民

間
取
引
に
委
ね
ら
れ
る
私
貿
易
が
あ
っ
た
。

公
貿
易
は
中
国
上
流
階
級
の
需
要
品
と
軍

備
上
の
必
要
品
が
対
象
で
、
当
初
は
蘇
木

（薬
品
、
染
料
な
ど
に
使
わ
れ
、
日
本
は
中

継
貿
易
で
入
手
）
、
銅
、
硫
黄
、
刀
剣
類
が

対
象
で
あ

っ
た
が
、
応
仁
（応
仁
元
〈
１
４

６
７
〉年
）
以
降
は
刀
剣
が
中
心
と
な
っ
た
。

明

へ
の
膨
大
な
刀
剣
輸
出
に
関
し
て
、

「倭
寇
の
武
器
の
日
本
刀
を
根
こ
そ
ぎ
絶

や
す
た
め
で
は
な
い
か
」
と
い
う
推
論
も

あ
る
が
、
公
貿
易
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、
明
の
軍
備
と
し
て
輸
入

し
た
も
の
と
考
え
る
。
中
継
貿
易
（日
本
↓

琉
球
↓
中
国
）
を
盛
ん
に
し
て
い
た
琉
球

か
ら
も
日
本
刀
は
多
く
輸
出
さ
れ
て
い
る
。

輸
出
刀
剣
の
価
格
と

当
時
の
新
作
刀
剣
の
価
格

か
く
も
膨
大
な
量
の
日
本
刀
が
輸
出
さ

れ
た
の
は
、
日
本
刀
の
鍛
錬
技
術
が
優
れ

て
い
た
こ
と
も
あ
る
が
、
材
料
と

を
還
元
に
よ

っ
て
製
産
す
る
た
め
″

大
な
森
林
資
源
が
必
要
と
な
り
、

で
雨
量
が
多

い
日
本
の
森
林
復
元

利
だ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

日 嵩 聾 朦順
調
に
輸
出
さ
れ
続
け
て
い
た

だ
が
、
水ヽ
一早
か
ら
天
文
（１
４
２
９

５
５
年
）
ま
で
の
間
に
輸
出
刀
剣

は
下
落
し
て
い
る
。
そ
の
理
由

□

日

圏

目

回□四団■口■l中国大陸と日本刀輸出
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上 遣明船を描いた切手t室町幕府が明に派遣した勘合貿易船で、日明貿易に用いられた。

右 足利義満(正平13〈 1358〉 年～応永15(1408〉 年)。 室町幕府3代将軍。南北朝合―を果たして幕府権力を確立させ、鹿苑寺

(金閣)を建立。室町最盛期の政治。経済‐文化を築いた(東京大学史料編纂所所蔵模写)。            | _ |



一一
Ｌ
一
一
‐‐
　
‐

量

の
過
剰
、
②
明
側
の
輸
入
制
限
、
③
大

量
生
産
に
よ
る
品
質
の
粗
悪
化
な
ど
が
推

測
さ
れ
て
い
る
。

輸
出
刀
剣
の
利
益
と
し
て
、
宝
徳
の
遣

明
船
の
例
だ
が
日
本
で
八
百
文
か
ら

一
貫

文
の
刀
が
、
明
で
は
五
貫
文
に
な

っ
た
と

の
史
料
が
あ
る
。
永
正
の
遣
明
船
で
は
刀

剣
の
価
格
を
め
ぐ
っ
て
日
本
の
使
節
が
明

の
官
憲
と
執
拗
に
折
衝
を
繰
り
返
し
、
価

格
を
前
回
並
み
に
維
持
し
た
逸
話
も
伝
わ

っ
て
い
る
。

こ
の
時
代
の
備
前
の
刀
に
は
茎
に
代
価

を
切

っ
た
も
の
が
あ
る
。
代
金
を
切

っ
た

も
の
は
輸
出
用
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
日

本
武
士
の
注
文
銘
も

一
緒
に
切
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
誤
り
で
あ
る
。

室
町
輸
出
用
日
本
刀
を

製
産
し
た
鍛
冶
集
団
は
？

こ
れ
だ
け
の
日
本
刀
は
ど
こ
で
製
産
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
刀
剣
大
産
地
の
備

前
で
は
着
晨
以
降
に
な
る
と
「徹
鵬
朦
朧

櫛
さ
」と
言
う
簡
素
な
鍬
の
刀
剣
＝
黎
神

場
と
「伽
耐
殴
曇
朦
朧
与ょ
壬
碁
衛ぇ陀
騰
柿

定
」
と
俗
名
を
入
れ
た
注
文
作
が
造
り
分

け
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
注
文
銘
の
刀

の
ほ
う
が
出
来
が
良

い
。
数
打
ち
の

一
部

が
輸
出
用
に
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

古
来
、
刀
剣
界
で
は
、
中
国
の
『武
備
志
』

に
「兼
常
と
号
す
る
者
、
最
も
嘉
な
り
」
の

一
節
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
。
美

浄
鍛
冶
と
し
て
梅
鄭
割
熱
憲
（か
憲
）
、
確

六
兼
元
に
次
ぐ
名
工
と
評
価
さ
れ
る
兼
常

が
輸
出
刀
剣
の
中
で
名
声
を
博
し
た
証
左

と
さ
れ
て
い
る
。

今
回
、
『武
備
志
』
の
原
文
に
当
た
る
と

巻
１
０
２
に
「琥
兼
常
者
襄
嘉
」
の

一
節
が

あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。
こ
の
辺
り
の

文
章
は
難
読
の
漢
文
で
私
に
は
解
読
で
き

な
い
が
、
文
中
に
は
長
門
、
山
城
、
備
前
な

ど
の
国
ら
し
い
単
語
が
見
え
る
か
ら
、
こ

れ
ら
の
国
の
鍛
冶

の
作
品
も

あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

な

お
信
国

に
明

の
年
号

「慮
僣
二
（１
４
６
６
＝
難
晨

一ι
年
九
月
」
年
紀
の
作
品
が

あ
る
が
、

，
）
の
刀
は
大
友
氏

に
呼
ば
れ
て
豊
後
で
鍛
刀
し永正十二年紀で代五貫文と切られた祐定 (『日本刀の歴史と鑑賞』小笠原信夫著)より転載。

茎に代付けが銘されている刀

地
と
な

っ
た
畿
内
と
周
辺
国
の
鍛
冶
集

も
輸
出
用
刀
剣
を
製
作
し
て
い
た
の
で

な
か
ろ
う
か
。

既̈　脱　既
麟̈
一織　織　蹴
一凝　凝
一漑

刀   2尺 3寸8分  寛正5年  1464

脇指  1尺7寸 1分  寛正三年  1460～ 66

美橋i営 不詳    支主元年? 1466

刀   不詳    文明9年  1477

脇指  1尺9寸6分  文明16年  1490

刀   2尺 2寸   延徳2年  1490

短刀  6寸 7分   永正3年  1506

刀   2尺 1寸9分  永正12年  1515

刀   2尺 3寸4分  永禄2年  1559

短刀        天文15年  1546

上と同一の可能性有り

「王農捧形」に所載

打代伍貫

打代伍貫

代伍貫文

代二十貫文

代五石 (五貫文)

代千疋 (十貫文)

代一貫五百文

代五貫文

代十貫文米八石

代百疋 (一貫文)

①

①

②

①、②

た
輸
出
用
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

外
に
「
灘
州
離
僣
鵜
無

対
卵
欧
良
蔵

今
世
守
身
作
」
と
銘
し
た
作
品
が
存
在
す

末
古
刀
期

の
中
国
地
方
か
ら
九
州
に

け
て
生
ま
れ
た
鍛
冶
集
団
や
、
堺
が

板倉次郎二郎と注文銘   ①

'①
、②

O、 ②

①、②、③

天神之門岡本重代と注文銘 ●

よ中国大陸と日本刀輸出

―

刀 工 種別 長 さ 年紀 (西暦 ) 代付け 備考 出典

出典①「代付銘のある末備前刀について」横田孝雄著『刀剣美術』470号

出展②『刀鍛冶の生活』(福永酔剣著)

出展⑥『日本刀の歴史と鑑賞』(小笠原信夫書)


